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認
知
症
へ
の
取
組
の
充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書

今
日
、
認
知
症
は
世
界
規
模
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
本
年
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
認
知
症
閣
僚
級

会
議
で
は
、
各
国
が
認
知
症
施
策
へ
の
政
策
的
優
先
度
を
よ
り
高
位
に
位
置
付
け
る
べ
き
と
の
考
え
が
確
認

さ
れ
た
。

世
界
最
速
で
高
齢
化
が
進
む
我
が
国
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
以
上
と
な
る
二
〇
二
五
年
に
は
、

認
知
症
高
齢
者
数
は
約
七
〇
〇
万
人
に
も
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
認
知
症
へ
の
取
組
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
本
年
一
月
、
認
知
症
施
策
を
国
家
的
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
、
い

わ
ゆ
る
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
認
知
症
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
、
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
、
「
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ

と
と
し
た
。

し
か
し
、
今
後
の
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
等
を
考
え
れ
ば
、
認
知
症
へ
の
理
解
の
一
層
の
促
進
、
認
知
症

の
人
や
家
族
の
生
活
を
支
え
る
体
制
の
整
備
、
予
防
・
治
療
法
の
確
立
な
ど
、
総
合
的
な
取
組
が
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

認
知
症
の
方
々
の
尊
厳
、
意
思
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
学
校
教

育
な
ど
に
よ
り
認
知
症
へ
の
理
解
を
一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
の
予
防
・
治
療
法
確
立
、
ケ
ア

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
認
知
症
に
対
す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
定

め
た
「
認
知
症
の
人
と
家
族
を
支
え
る
た
め
の
基
本
法
（
仮
称
）」
を
早
期
に
制
定
す
る
こ
と
。

二

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
良

い
環
境
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
訪
問
型
の
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
普
及

促
進
さ
せ
る
こ
と
。

三

自
治
体
な
ど
の
取
組
の
う
ち
、
家
族
介
護
、
老
老
介
護
世
帯
や
、
独
居
認
知
症
高
齢
者
な
ど
、
よ
り
配

慮
を
要
す
る
方
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
好
事
例
（
サ
ロ
ン
設
置
、
買
物
弱
者
へ
の
支
援
等
）
を
広
く
周
知
す

る
こ
と
。

四

認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
の
効
果
を
見
極
め
る
た
め
、
認
知
症
の
人
や
介

護
者
の
視
点
を
入
れ
た
点
検
・
評
価
を
適
切
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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